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 (3) フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）分析 
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装置：Spectrum One NTS(Perkin Elmer社)，測定

方法：全反射吸収測定（ATR：Attenuated Total 

Reflection）法 

(4) 溶解性試験 

異物に0.5mol/L塩酸を滴下し，溶解性を観察した． 

(5) ヨウ素反応試験 

異物に0.01mol/Lヨウ素試液を滴下した． 

(6) ニンヒドリン反応試験 

異物に0.3％ニンヒドリン・エタノール溶液を滴下し

た． 

(7) 燃焼性試験 

異物を磁製るつぼにとり，ガスバーナーの炎でゆっ

くりと加熱した． 

(8) 高速液体クロマトグラフ（HPLC）法による糖類の

分析（事例8のみで実施） 

カラム：Shodex Sahipak NH2P-50 4E (4.6mm×

250mm)，移動相：アセトニトリル－水(75：25)，

流速：1.0mL/min 

 

はじめに 

神奈川県内で販売または製造された食品への苦情に対

しては，本県の各保健福祉事務所が対応を行っている．

それらのうち，検査を要すると判断された場合には，保

健福祉事務所内に併設された衛生研究所地域調査部の各

３分室で検査がおこなわれている．しかし，異物が極微

量である場合もしくは特殊な分析機器および技術を必要

とする場合などは，衛生研究所の理化学部または微生物

部に検査が依頼される．表1は，平成17年度および18年

度に，理化学部，食品成分グループが担当した食品中異

物の検査事例である．平成15年度および16年度には8件

の異物検査を行ったが
1)
，平成17年度および18年度の件

数は1.5倍に増加し12件であった．本報では，これらの

異物検査に用いた方法を示すとともに，表１に示した事

例の中から、意外な結果が導き出された事例5および8に

ついて報告する． 

カラム温度：40℃，検出：示差屈折検出器  

 

結果および考察 

1. 事例5 

苦情は，ピーナツチョコレートを喫食中に，硝子かプ

ラスチック塊のような異物に気づき，口中から取り出し

たという内容であった．異物は，幅および厚さ6mm

程，長さ9mm程の無色半透明物質であった．異物の対

照品として，苦情食品の製造工場から譲り受けたチョコ

レートの鋳型（モールド）についても分析を行った．ま

ず，実体顕微鏡下で異物を検鏡したところ，表面には不

定形の浅い凸凹がみられ，カッターナイフを用いて採取

した異物の破片表面には，板状結晶の形態が認められ

た．一方，対照品の一部から採取した破片については，

板状結晶の形態は認められなかった．異物小片に水一滴

を滴下し，5分ほど放置後観察を行った結果，異物は水

に完全に溶解していた．これにより，異物は硝子または

プラスチック類等の水不溶性物質である可能性は否定さ

れた．異物は水溶性であること，また無色半透明の結晶

物質であることなどから，これらの特徴を有する最も身

近な食品として，岩塩または糖類の可能性が考えられ

た．そこで，燃焼性試験を行ったところ異物は白煙とと

もに炭化し，有機物であることが判明した．異物小片，

スクロース（蔗糖）（和光純薬㈱，特級），フルクトース

（和光純薬㈱，特級），グルコース（和光純薬㈱，特

級）及びマルトース（和光純薬㈱，特級）をそれぞれ乳

鉢で微粉末とし，赤外吸収スペクトル（IRスペクトル） 

 

方 法 

(1) 実体顕微鏡による観察 

装置：実体顕微鏡 オリンパスSGX9 

(2) 蛍光X線分析 

装置：微小部蛍光X線分析計SEA5120（セイコーイ

ンスツルメンツ㈱），希土類等を除くほぼ全ての元

素を測定する条件：励起電圧50kV・大気中，主に軽

元素を測定する条件：励起電圧15kV・真空中 

神奈川県衛生研究所 理化学部 
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を測定した．対照品（モールド）については，一部を

カッターナイフで薄く削りとり，そのままIRスペクトル

を測定した．その結果，異物のIRスペクトル（図1a）

は，スクロースのIRスペクトルと一致した（図1b）．ま

た，モールドのIRスペクトル（図１c）については，異

物のIRスペクトルとは異なり，ライブラリーに登録され

ていたポリカーボネートのIRスペクトルとほぼ一致し

た．さらに，示差屈折検出器付きHPLCを用いて，糖類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 糖標準溶液および異物試料溶液のHPLCクロマト 

グラム 

a：糖標準溶液，b：異物試料溶液 

 

 

 

の分析を行った結果，異物を溶解した試料溶液のピーク

保持時間はスクロースのピーク保持時間と一致し（図

２），ピーク面積から，異物中のスクロース含有量は

90％以上であることが概算された．以上の分析結果か

ら，異物は純度の高いスクロースであることが判明し，

形状上の特徴などから氷砂糖である可能性が高いと考え

られた．  

2. 事例8 

パンを喫食中に口中で堅いものを感じ，出して見たと

ころ歯のように見えたという苦情であった．異物は，幅

7mm，長さ8mm，厚さ3mm程のトウモロコシ粒型の

堅い物質であり，一面については凹状のくぼみが観察さ

れた．実体顕微鏡観察では，異物表面および凹状のくぼ

み内部には茶褐色塊状の付着物が認められ，異物切片を

採取した後の切断面は，乳白色を呈していた．異物表面

の形態がパン生地と類似していたことから，まず，ヨウ

素試液反応性試験を実施した．その結果，異物切片はヨ

ウ素試液の色（褐色）には染まったが，ヨウ素デンプン

反応による暗紫色は呈さなかった．次に，ニンヒドリン

試液反応性試験実施したが，タンパク質等にみられる紫

色の変化も認められなかった．そこで，燃焼性試験を

行った結果，異物は徐々に炭化し，更に加熱することに

より白化した．白化物にはひび状の細かい割れ目が認め 

図１ 異物、スクロース標準品および対照品（モールド）

のIRスペクトル 

a：異物，b：スクロース標準品，c：対照品（モールド） 
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図３ 異物および対照品のIRスペクトル 

a：異物，b：ヒト歯，c：マウス歯，d：マウス顎骨

図４ 異物および対照品の蛍光X線スペクトル 

a：異物，b：ヒト歯，c：マウス歯，d：マウス顎骨 
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られたが，大きさおよび形は燃焼前と変わらず，ピン

セットで摘める硬さであった．更に，溶解性試験を実施

した．異物切片および燃焼性試験後の白化した異物を超

純水およびクロロホルム中にそれぞれ１晩浸漬した結

果，いずれも溶解せずにもとの形態を保っていた．しか

し，希塩酸中では，白化した異物は発砲しながら溶解し

た．これらの分析結果より，異物は無機化合物を主とす

る水不溶性物質であり，希塩酸溶解性の炭酸塩を含有し

ている可能性が考えられた．そこで，ヒトの歯，マウス

の歯および顎骨を対照品として，IR分析および蛍光X線

分析を行った．IR分析では，異物および対照品のIRスペ

クトルは，3280cm
-1
付近，1600～1400cm

-1
付近，

1000cm
-1
付近および550cm

-1
付近に吸収を認め，マウス

の歯および顎骨のIRスペクトルパターンは異物のIRスペ

クトルパターンと類似していた（図3）．また，蛍光X線

分析においても，異物および対照品の蛍光X線スペクト

ルは類似し，CaとPの強いピークが認められた（図4）．

Ca／Pピーク強度比については，ヒトの歯およびマウス 

の歯は約1.4，マウスの顎骨は約1.8，異物は約1.6であ

り，異物と対照品は近似した値を示した．以上の分析結

果から，異物は，ヒトの歯，マウスの歯およびマウスの

顎骨に類似した物質であると考えられた． 

異物検査において，顕微鏡観察から得られる情報は非

常に多く，分析の方向性を決める大きな手が手懸かりと

なる．また，化学分析の過程においても，化学反応の結

果や染色の状態を顕微鏡下で観察することで，より詳細

な情報を得ることができる．異物検査では，限られた量

の試料から物質の特定を行わなければならないことか

ら，試料の取り扱い，検査の順序や方向性の判断が重要

であると考える． 

（平成19年７月20日受理） 
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